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きな変化，職場の上司とのトラブルなど）。また，大学生を対象とした研究に着目する
と，大学生が報告したストレスイベントのうち，人間関係に関する出来事は23.8%を占



















など個人の心身の健康と関連があることが示唆されてきた（e,g., Cohen & Wills, 1985; 







様々なストレス状況に対応することを難しくする側面もある（Salazar et al., 2004）。
先行研究において，ソーシャル・サポート源の種類によって提供するサポートの種































人葛藤方略と定義する（加藤, 2003）。Rahim ＆ Bonama（1979）は 方略行使者の関心
事を満たす程度を示す自己志向性と，葛藤相手の関心事を満たす程度を示す他者志向性







になっており（e.g., Canary, Cupach, & Messman, 1995），統合方略が最も効果的な葛藤
方略であると考えられる。したがって，ソーシャル・サポートネットワークの多様性が
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略）× 2 （情緒的サポートネットワーク内の異性割合の高さ）× 2 （性別）の繰り返しの
ある 3 要因共分散分析を行なった。その結果，いずれの主効果も交互作用も有意ではな
かった。
次に，道具的サポートネットワーク総数を共変量とした 5 （対人葛藤方略）× 2 （道



















2）ソーシャル・サポートネットワークの異 性 割 合 と性 役 割 態 度 との関 連  
性 役 割 態 度 とソーシャル・サポートネットワークの異 性 割 合 との関 連 を検 討 するため，
情 緒 的 サポートネットワーク内 の異 性 割 合 を従 属 変 数 とし，2（性 別 ）×2（平 等 的 主 義
的 態 度 の高 さ）の 2 要 因 分 散 分 析 を行 なった。    
その結 果 ，性 別 ×平 等 主 義 的 態 度 の高 さの交 互 作 用 が有 意 であり（F(1,159)=4.59, 
p <.05），平 等 主 義 的 な態 度 をもつ男 性 （M=32.69）が平 等 主 義 的 な態 度 をもつ女
性 （M=23.21）より，情 緒 的 サポートネットワーク内 の異 性 の割 合 が高 かった。また，女
性 において，伝 統 主 義 的 な態 度 をもつ者 （M=34.05）が平 等 主 義 的 な態 度 を持 つ者


















統合 回避 強制 譲歩 妥協
異性の割合低
異性の割合高
Figure1 道具的 SP ネットワーク内の異性の割合と対人葛藤
方略の交互作用
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同 様 の分 析 を道 具 的 サポートネットワーク内 の異 性 の割 合 を従 属 変 数 として行 なっ
たが，ほぼ同 様 の結 果 が得 られた（F(1,159)=6.32, p <.05）。すなわち，平 等 主 義
的 な態 度 をもつ男 性 （M=29.23）が平 等 主 義 的 な態 度 をもつ女 性 （M=19.33）より，
道 具 的 サポートネットワーク内 の異 性 の割 合 が高 かった。また，女 性 においては，伝
統 主 義 的 な態 度 をもつ者 （M=31.87）が平 等 主 義 的 な態 度 を持 つ者 （M=19.33）よ













 本 研 究 では，ソーシャル・サポートネットワークの多 様 性 の指 標 の 1 つとして，ソーシ
ャル・サポートネットワークにおける異 性 の割 合 に着 目 し，対 人 葛 藤 方 略 との関 連 につ
いて検 討 が行 なわれた。その結 果 ，道 具 的 サポートネットワークにおいて異 性 の割 合
が高 い者 は，異 性 の割 合 が低 い者 よりも交 渉 によって両 者 が受 け入 れられる形 で問
題 を解 決 する統 合 スタイルの対 人 葛 藤 方 略 を用 いており，互 いに譲 り合 うといった妥
協 スタイルの対 人 葛 藤 方 略 を用 いることが少 ないことが示 唆 された。このような結 果 は，
情 緒 的 サポートネットワークではなく，道 具 的 サポートネットワークのみで得 られた。した
がって，本 研 究 の仮 説 は支 持 された。 
 先 行 研 究 において，ソーシャル・サポート源 の種 類 によって提 供 するサポートの種





































































































Blazer, D.G. 1982 Social support and mortality in an elderly community population. American 
ソーシャル・サポートネットワークにおける異性の割合と対人葛藤方略との関連70
社会学部論叢　第21巻第 2 号2011. 3〔42〕
Journal of Epidemiology, 115, 684-694.
Burda. P.C., Jr., Vaux, A., & Schill, T. 1984 Social support resources: Variation across sex and 
sex role. Personality and Social Psychology Bulletin, 10, 119-126.
Caldwell, M.A. & Peplau, L.A. 1982 Sex Differences in same-sex friendship. Sex Roles, 8, 721-
732.
Campbell, K.E., Marsden, P.V., & Hurlbert, J.S. 1986 Social resources and socioeconomic status. 
Social Networks, 8, 97-117.
Canary, D.J., Cupach, W.R., & Messman, S.J. 1995 Relationship Conflict. Sage.












Kelly, H.H. 1987 Toward a taxonomy of interpersonal conflict process. In O.Stuart & 
S.Spacapan（Eds.）, Interpersonal process（pp.122-147）. New York:sage.




Salazar, L.F., Wingood, G.M., DiClemente, R. J., Lang, D.L. and Harrington, K. 2004 The role of 
social support in the psychological well-being of African American adolescent girls 
who experience dating violence. Violence & Victims, 19, 171-187.
Seeman, TE., & Syme, SL. 1987 Social networks and coronary artery disease: a comparison of 
the structure and function of social relations as predictors of disease. Psychosomatic 
Medicine, 49, 341-354.
嶋信宏　1992　大学生におけるソーシャル・サポートの日常生活ストレスに関する効果　社会
心理学研究, 7 , 45-53.
Shumaker, S.A., & Brownell, A. 1984 Toward a theory of social support: Closing conceptual 
gaps. Journal of Social Issues, 40, 11-36.














Wellman, B., Wortley, S. 1989 Brothers’ keepers: situating kinship relations in broader 





心 理 学 研 究 , 40, 386-393. 
和 田  実  1993 同 性 友 人 関 係 －その性 および性 役 割 タイプによる差 異  社 会 心 理
学 研 究 , 8, 67-75. 
和 田  実  2002 恋 愛 と性 行 動  和 田  実 ・諸 井 克 英  青 年 心 理 学 への誘 い－漂 流
する若 者 たち ナカニシヤ出 版  Pp.87-106. 
Wellman, B., Wortley, S. 1989 Brothers' keepers: situating kinship relations 
in broader networks of social support. Sociological Perspectives, 32, 
273-306. 
山 下 倫 実 ・坂 田 桐 子  2008 大 学 生 におけるソーシャル・サポートと恋 愛 関 係 崩 壊 か
らの立 ち直 りとの関 連  教 育 心 理 学 研 究 , 56, 57-71. 
 
APPENDIX： 対人葛藤方略尺度（加藤 ,2003；全 20 項目）  
統合スタイル
最良の結果が得られるように、お互いの考えを理解する
お互いに満足するような結論を見つけ出そうとする
お互いの目的を支持する
お互いの利益になるような決定をする
回避スタイル
対立を防ごうとする
できる限り口論にならないようにする
相手との衝突を避けようとする
お互いの意見の相違に直面しないようにする
強制スタイル
自分の意見を通そうとする
自分の立場を押し通そうとする
自分にとって有利な結果を得ようとする
自分の意見を押し通すために、いろんなことをする
譲歩スタイル
友人の要求に従う
友人の望みどおりにする
友人の目的に沿うようにする
友人の考えを認める
妥協スタイル
お互いの意見の間を取ろうとする
お互いの意見を水に流すよう主張する
お互いの意見の歩み寄ったところで、取り決めようとする
お互いの妥協点を探そうとする  
